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１．はじめに
　ソーシャルワークの理論的視点は、クライアントの
持つ社会的不適応を中心にとらえ、問題解決に対して、
スモールステップでクライアント自らが社会適応に向
かえるように、ハード・ソフトの両面から援助するも
のである。
　個人の生き方は、生物×心理×社会の中で形成、決
定されていく。
　上述の事からもわかるように、不適応に悩む個人の
問題は、単に現在の社会の中での生存の問題として考
えるのでは不十分である。生物的存在としてのあり方
に外界との連続的な関係性、社会構造などの問題が複
雑に絡み合いながら現出したものと考えなければなら
ない。従って、その対応には医学、心理学、ソーシャ
ルワークなど様々な領域の知見が必要である。
　現代の日本社会では義務教育を放棄する子どもは問
題だと考えられている。不登校児に対して、関係者は
いろんな手法を使って登校させる努力を試みる。家庭、
学校全体を巻き込んでの回復努力が行われる。そうし
て登校が可能になると、その関わりは終結される。
　一時期、不登校を起こした児童・生徒はその後、社
会に適応した生活を送る事ができるのであろうか。
　予後調査をしてみると、多くの者は再度不登校に陥
り、苦しみ、悩む社会生活をおくっていると考えられ
る。
　「蓋をしない治療」「蓋をした治療」という用語が精
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神療法の中で盛んに使われた時代がある。前者は不適
応の根源になっていると考えられる部分まで介入しな
ければならない、後者は現在出ている症状、もしくは
問題行動が消失すれば、治療関係は完了というくらい
の立場である。
　ソーシャルワーク的関わりの基本には、①来談者を
「人間としての尊厳」「当事者主体」の視点から捉える。
次に来談者の自己能力を引き出し、最終的に、来談者
の問題への適応能力向上させる、②来談者の問題のあ
り方をワーカー側の観点で変化させるというのではな
く、先ず来談者が「どうしたいのか」という当事者の
立場から解決策を模索していくことである。つまり来
談者中心の立場でワークをすすめて行く、③その経過
の中でワーカーは、来談者が抱えている問題に関して、
その解決のあり方を、潜在性と顕在性の両面から考え
る。そうしてそれを解決するためにはどのような資源
が必要かアセスメントする、④ワーカーは、来談者に
とってもっともふさわしい自己実現を図るための援助
に重点をおくことである。
　さて上記の「蓋をしない治療」における問題の根源
には何があるであろうか。
　現在の我々のそれぞれ特有の行動のあり方の根源
は、発育・発達過程の中でつくりあげられてきた個々
人の信念（belief）スキーマ（schema）があると考え
られる。このあり方により、個人の特徴的な認知、思
考、行動のあり方が決められていく。
　それらを変化させる治療技法の１つが認知行動療法
である。この技法は来談者とともにそのあり方を考え、
社会適応に有利な方向に変更するようワーカーが援助
していく技法である。
　今回この技法を適用したケースを経験したのでその
経過と有効性を考察したい。
　治療の経過と患者の気づきによる自己認知の向上と
社会適応の事例を考察する。
２．社会的不適応が小学生のときから続いている
Ｍ子の事例
Ｍ子　21 歳　会社員
　主訴：短大卒業後倉庫会社に事務職として就職し 
た。私は仕事があまり出来ないのだと思う。そのせい
だろう。先輩から何かにつけて冷やかされ、いじめら
れる。荷物の搬出入にやってくるお客さんにも私を馬
鹿にする人がいる。就職して２年も経たないのに、違っ
た地域立地している職場に２回も配転させられた。そ
れは上司も私を能無しだと思っているからに違いな
い。こんな腐った会社や人間関係にはもう耐えられな
いので今週末にも会社を辞めようと考えている。（本
人の歪んだ認知）
家族構成
　父 52 歳　公務員　　母 51 歳　パート
　兄 23歳　会社員  
家族歴・現病歴
　両親はやや内向的だけど頑固な父親と、感情を極度
に抑圧するタイプの母親との間に長女として生まれ
た。長男はＭ子と違い比較的自律的に育てたという。
　Ｍ子に対して母親は何故か気を遣って接してきた。
極言すれば欲すれば目をつむるといったありかたで、
否定も肯定もしない態度で接してきた。父親もＭ子の
機嫌が悪いと母親に対処を押しつけ、その場から去る
といった傾向が強かった。（父親の役割軽薄）
　本人は元々スロースターターな性格であり、動作も
敏捷な方ではなかった。しかし母親はせき立てるよう
な対応をしなかった。
　小学校入学後、クラスの子どもたちに較べ運動神経
がやや鈍いところが母親にも目についてきた。
　３年生に進級した時、はきはきした性格の女性教師
が担任になった。体育の課題の一つに鉄棒が課せられ
た。殆どの級友がそれをクリアーしたが、Ｍ子はそれ
をなかなかパスすることが出来なかった。先生からは、
もっと本気で練習をしないと駄目だと叱られた。いつ
までもできないＭ子に、級友は冷ややかな目で眺める
ようになった。
　その頃からＭ子は腹痛、時に頭痛を引き起こすよう
になり、それを理由に次第に登校を渋るようになって
いった。
　小児科の医師から身体的にはこれといった所見がみ
られない。心理相談にいったらといわれた。その頃は
学校には行かなくなっていた。心理相談にＭ子はつい
てこないので、母親だけで筆者らの相談室に通うよう
になった。
　Ｍ子が４年生になった時、担任も入れ替わった。ま
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もなく保健室登校をし、時にクラスに混じっての授業
を受けることができるようになった。しかし依然とし
て体の不調を理由に休むことが多かった。
　小学校５年生になり、次第に登校する日数が多く
なった。それにつれて母親自身も来談の回数が減少し
てきた。遠方からの来談も大変だろうということで定
期的な面接は終了したが何か相談事が起きたら直接来
談、もしくは電話相談に応じる道は残していた。
　６年生の初頭、父親が緊急入院した。家に誰もいな
いので自分が留守番するといって学校に行かなかった
が、父親の退院後はまた登校を再開した。
　中学に進学してからも、時々学校を休んでいるとの
ことであった
　高校には出席日数の関係で私立高校に入学した。と
ころが高校生活では級友にいじめられることがあると
家で口にすることがあった。Ｍ子はそのいじめにどう
対処したらよいか両親に助言を求めているのである
が、助言とか関わりを積極的に持ってくれない両親の
あり方が不満であった。そのことに対してＭ子は「両
親は私にいろいろ気を遣ってか、自分の顔色ばかりみ
て接してくる。それに腹がたつ」。それにたいして兄は、
「自分のあり方に文句を付けたり意見してくれたりす
る。そんな兄が好きであった」と、述懐している。
　その高校を何とか卒業し、短大に入学した。短大で
は学業・出席面などで優れて学生生活を送ったといわ
れ、卒業時に表彰された。卒業式に同席した時の両親
のうれしそうな顔を今でも自分は覚えているという。
　Ｍ子は、短大の卒業式が迫った時、就職問題で一時
大騒ぎをし、一家を騒動に巻き込んでいる。履歴書作
成、就職試験、その前にどの職場を選んで受験し、就
職してよいかわからない。次は履歴書をだしても就職
先は決まらない、「どうしたらよいかなど」と騒ぎま
くった。
　やっと決まったのは倉庫業の会社に事務職である。
会社から帰宅すると疲れ果てている。人間関係の問題
（職場の人たちが馬鹿にしている、いじめるなど）さ
らには職場の配置転換などの問題を上げて家族に当た
りちらすといった状況が続いた。母親はそれに対応で
きず再度来談を開始している。そのうちＭ子も「私も
相談をしてみようかな」ということになり、対応する
ことになった。
３．対処方法
　Ｍ子は、面接での第一声があんな嫌らしい人たちの
会社にはもう行けない。今週中に辞めてやるなどとい
う。しばらく辞職は待ってくれないか、そうしないと
来談する意味がないなどと面接者は説得した。
　「会社に勤めながら来談する事ができれば、喜んで
あなたと面接したい」と告げた。
　つぎにどのような形で面接を続けるか？　まず治療
構造的な考え方、条件として
①「いじめられる」、「馬鹿にされる」といった気持ち
と同時に「私はすばらしい、しかし他者は自分の良
いところを理解してくれない」といった気持ちがあ
り、そういうスキーマ（考える癖・行動面の癖など）
や「ビリーフ」（信念）になっている。
　職場適応をさせるためには、終局的にはＭ子のこの
ようなスキーマなどを変える事が必須であると考え、
認知行動療法を適用し、Ｍ子と直接会うことができな
い場合にも電話やメールを通してでもある程度認知行
動療法は進行することにした。
②急の問題として「明日にでも会社を辞める」という
気持ちを思いとどめさせ、Ｍ子の性格特性では辞職
しても就職難の現在、再就職が難しいと予測した。
③退職するといった人生における重要な決定をすると
きは、必ず面接者と話し合いの後、決定することを
約束してもらった。（行動の癖や突発性の回避）
④出された課題はできるだけ遂行すること。
　以上の項目が理解できれば共に解決に向けて進むこ
とを提案した。
　次にⅰ）面接時間１時間　ⅱ）面接後次回の面接時
間を約束し、来談できないときは連絡すること　 
ⅲ）２週間以上期間あけないことを約束することで相
談を継続することを決定し、ラポールが形成される。
　ここでソーシャルワーカーが立てた計画は、会社や
家族・人間関係の中でＭ子が受けているストレスを軽
減できるように
ア）認知行動療法によって validation（バリデーション）
をすすめる。註）１
a. 相手についての理解－Ｍ子とのやりとりとして、
たとえばボディ・イメージを描いてみる。その絵
の周囲にＭ子の特徴的な言動を記してみる、
b. Ｍ子の言動を否定しないで、ひたすら傾聴するよ
うに努める、
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c. 必要な時、Ｍ子の言葉を反復し、
d.「何々ですねなど」とＭ子に確かめる、
e. Ｍ子の適応に役立つような言動があった時は感動
的に褒めるなど、
f. このとき面接者はそのあり方において純粋性を持
たねばならない、
g. カウンセリングでいう傾聴、繰り返しなどである
が、機会あるごとにほめる、認めるといった手段
も挿入する。
イ）次にリラクセーションの手法の導入である。
　その具体的な方法は筋肉の緊張をゆるめ、副交感神
経を優位にさせ、落ち着きを体験させることである。
端的に言えば自律訓練法の導入である。
　Ｍ子の治療意欲がやや高まったと感じた時点で認知
行動療法を導入する。 導入の時点で認知療法のやり
方を書いた小冊子を患者に渡し説明する。（コラム法）
　コラムへの記入述は無理にならない程度に嫌な出来
事を記すことを約束させた。
　コラム法の記述の仕方、大まかな適用のねらいと記
入のやり方を記した小冊子は以下のようなものであ
る。
お願い
　『次回来談されるまでの１週間の間に、以下に示し
た３コラム法で「自分の考え方の癖」を記録してみま
しょう。
　毎日記すほどの出来事がなかったら必ずしも記さな
くても結構です。自分にとってストレスとなる出来事
が起こった時だけ、記録したらよろしい。ただそのこ
とを、後で書いたらよいと思わないで、時間を見つけ
て、できるだけ早く記すようにしましょう。その理由
は時間が経つとその時、自分にどんな感情がわき起
こったのかとか、そのときの出来事はこういうこと
だったなどが、曖昧になるからです。
　記録しようとすると、簡単なようで、結構難しいと
感じることも多いでしょう。書きたくないという気持
ちが強くなることもあります。そんな気持ちになる時
があるのはあなただけではありません。誰でもそんな
印象がでるのですから。あまり気にすることはありま
せん。ただやっているうちに、記入がだんだん容易に
なるでしょう。
では最初にやっていただくことについて説明します。
　これは自分の考え方の癖を３コラム法に記入する作
業ですが、
　自分で改めて知るために必要な作業です。』と提示
する。
次にシートに以下の事項を当てはめる。
日　時－ストレスとなる出来事が起こった日時を記入
出来事－その出来事の内容をできるだけ具体的に書く
感　情－気分と言い換えてもよい。その時に自分の心
の中にわき起こった「不安」「怒り」「悲しみ」「失望」
「焦り」「無力感」といった不快な感情と、自分で考
えられるその時の感情の強さを最高 100 とし、その
レベルを考えて数字で書き込んでください。いくつ
もの種類の感情が起こっていると考えれば、その感
情の種類はいくつ書いてもかまいません。
悪い方向に考えたこと－その時に頭に浮かんだ考えを
書き込むこと。感じたまま、浮かんだままに書き込
んでください
　次にあなたが冷静になった時、３コラムに書き込
んだことを読み直して下さい。そうする事で次第に
日時 10 月１日 10 月２日
出来事 上司と仕事のやり方について意見
が合わず、悪い雰囲気になった。
朝出勤し、遠くから会釈したのに
会釈してくれなかった。
感情 　怒り：80　失望：20 不安：60　怒り：50
悪い方向に考えたこと
（自動思考）
上司は、私が無能だと考えている
に違いない。
私を軽視し、職場を辞めて欲しい
と考えているに違いない。だから
挨拶しても挨拶を返さない。
３コラム法記入の一例
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自分の考え方の癖が分かってきます。記入例を参考
にして当てはめて下さい。
考え方の癖の具体的な当てはめ（職場での一例）
考え方の癖：人の先読み → オールオワナッシング
（白黒思考）→ 感情的決めつけ → shouldism（せ
ねばならない主義）→ 過剰な一般化（なにもかも
認められずいつも残念な結果がある）→ 否定的予
測（誰も同情してくれず報われず将来は暗いなど）
→ 自己関連付け（自分のせい私が悪い）→マイナス思
考の悪循環 → ダメな自分すべて私のせい（全部私
のせいであるという決めつけ）
と悪循環が続くこれを３コラム法で考え、患者の考え
方を修正するために補足する。
　Ｍ子の例を取り上げれば、「上司は自分を無能力だ
と思っている」から信じられないでしょうが、このマ
イナスパターンを理解し修正できれば、「上司の指摘
で自分は、職場でもっと良い仕事ができるようになる」
と考え方が変容する。
　結果－合理的な考え方をしたとき、自分の感情はど
う変わってきているかもとイメ－ジの中で感じてみ
て、感情の強さを記入していきましょう。マイナスの
感情（否定的な感情）が減ってくるとこの試みに弾み
がつく。
４．経　過
　Ｍ子との約束を成立させる時期（Ｍ子に治療者との
最低限の現実原則を徹底させる時期）
　はじめの頃の面接ではＭ子の人間関係の辛さをひた
すら傾聴したが、ただ「会社に辞表を提出するのを１
週間待てますか？　次の回まで待つ事が出来ます
か？」との発言は何回も心に響くように行った。
　面接３回目の頃から辞表をすぐに提出するとなど強
く主張しなくなった。
　もう一点はＭ子の生涯に関わる問題を実行したい
（死にたい、辞めたいなどといった）との気持ちが出
てきた時は、必ずその気持ちを面接者に伝え、話し合っ
て欲しいとさらに指示的に行った。
　とは言っても、Ｍ子の人間関係の苦しみは大きい。
「私を職場の人たちみんなが馬鹿にしている、何かに
つけて無視される、近所の人まで母親にはにこやかに
挨拶するのに私に対しては冷たい顔をする」など、自
分は重大な被害に陥っているといった思考の悪い癖で
ある。
　Ｍ子の毎日は緊張の連続であるので、首筋、肩凝り
がひどい。来談したら、少しは気持ちが楽になると感
じさせるためにも、先ず身体も緊張をゆるめるための
時間を多くしていった。自律訓練の前に入念な深呼吸、
肩胛骨・首筋体操、続いて自律訓練を導入した。
　気持ちが落ち着くのか意外に素直に家庭でも上記の
訓練に応じていたと母親も報告していた。来談の折に、
このやり方で良いのですかと、細かい箇所まで念を押
して聞くのもＭ子の１つの特徴であった。
認知療法（３コラム法）を導入した時期
　「あなたの苦しみは私にさらによくわかってきまし
た。いろんな問題が山積しているようですから、そ
れらをこれから整理してみましょう。そうして、そ
の苦しみの大変さにしたがってこれからどう対処し
たらよいか一緒に考えていくことにしましょう」。
　Ｍ子の問題を共に考える事は、問題解決のための目
標を共有することである。
　彼女の自動思考の特徴（癖）は「自分は人間関係に
おける被害者である、自分はまた相手からすれば価値
のない人間である」ということであり、そのイメージ
の出現であろう。そのような思考とかイメージはＭ子
にとっては無意識的出現であるといってよい。従って
気づくことができないし、他者的にいうと自ら気付こ
うとしないのである。
　自動思考は遭遇する場の状況やその時に生じる行動
や感情と関連し、影響しあって出現するものである。
このような感情・行動などが条件反応的に習慣化し、
固定化したものと考える。
　そこでＭ子に苦しみや悩みなどが生じた時、できる
だけはやい時期に
a. その状況と、
b. その時に生起した感情、
c. 浮かんできた考えやイメージを具体的に記しても
らう。最初は３コラムによる方法で記述させる。
　Ｍ子の記述をテーマにしてコミュニケーションを行
うが、Ｍ子の主張を基本的には尊重する。そのやりと
りの中で、次第にＭ子の自動思考の被害的な歪みに気
付かせていく。従って早急な評価とか説教は禁句であ
る。
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100％被害者であるとするスキーマからの変化の時期
　10 回目くらいの来談から、すべての人が私を馬鹿
にしている。挨拶をしないであざ笑うという表現から
「職場での電話の応対が自分でもへたくそだというの
がわかる、相手との応答に際していつも自信をもって
答えられない、そんな駄目な自分がある」といった表
現に変わり、自分にも問題性あることを認めた表現が
みられるようになった。
会社に辞表を出すということも言わなくなった。
母親の話では「最近娘は少し明るくなった。ねちねち
と会社のトラブルを訴えることが少なくなった」とい
う。
自己を少しずつ反省していく時期（16回目くらいから）
　直接コミュニケーションの折、時に職場に行きたく
ないと訴えこともある。そのときは、物音が聞こえる
と気にすることもあった。
しかしこの頃には、自分が他人に少し甘え過ぎている
のではないかという言葉がみられた。ワーカーが「最
近のあなたは素直でとてもかわいくなったと感じてい
ますよ」と初めて評価すると、初めて「にこにこ」と
笑顔を返してきた。
　その後の自己イメージに対して「自分は会話のテン
ポも遅いし、気が利かない。その意味でも皆さんの厄
介者だ」と思うと述べた。
　『昔のことを思いだしたのだが、母親からあまり抱っ
こしてもらった記憶がない。両親とも私を腫れ物にさ
わるようにされていたような気がする。のろくてかわ
いくなかったのかもしれない。職場でも私にみんなが
近づいてこないのは、頭の回転が遅く、教えがいがな
いからかもしれない。会社で掃除をしていても、「あ
なたはそうやって一日掃除をするつもり」などと言わ
れることがある。』と自己認知するようになった。
半年後の行動の変化と別れ
－マイナス思考からポジティブシンキングへ－
　こだわりも少なくなり、素直に相手の話を受け止め
られるようになった。
そういえば先般連続した休暇があり、一日中家にいた。
今までは家にいるのが嫌で、当てもなく一人でドライ
ブなどしていたが、今回は家にいてもそんな苦痛がな
かった。私のテンポが遅いので会社で相手にされてな
かった。でも最近は反応が少し早くなっていると報告
する。
会社の行事にそれほど苦痛にならずに参加する時期
（１年後）
　１キロ先にある営業所に移動した。移動の理由は従
業員の人数が多い方がよいだろうということのようで
あった。自分に「逃げ癖」があるということもあった
のであろう。今日は営業所移動の送別会があるのでそ
れに出席するという。
　家庭でも私の問題点を言って欲しい。人間的に良い
親だけど今まで気を遣って言ってくれなかった。これ
からは言って欲しい。変なところで気を使われるとか
えって暗い気持ちになる。職場の移動の話もしてみた。
それについて少し、批判してくれるようになった。自
分もみんなに合うように自分を変えたくなっている。
　新しい職場では。同僚も優しい。このままどんどん
自分を変えていけるかなという一抹の不安があるが頑
張る。
　自分は人からしてもらうことには慣れているが自分
が人に尽くすことは慣れていない。人が喜ぶ事をこれ
からは努めてしないといけない。職場では皆さんから
大事にして貰っている。前より自分は進歩したと思う
がまだまだ足りない部分が大きいと思う。会社の仕事
が残ったらそれを家に持って帰っている。
　バレンタインの日には所長、次長などにゴバディの
チョコを渡したとうれしそうに話す。
　言い訳になるが先生との約束の自律訓練や、認知療
法に費やす時間を減らしていた。これからはできるだ
け、きちんとやらないとならない。
　時間があると自分から両親のいる居間で過ごしてい
る。父が怖かったので母が帰るまで居間には近づかな
かったがその恐怖心もなくなった。
　学校時代にいじめられたと真剣に悩んできたが自分
の性格は暗く、自分の気持ちを出さないいじめられや
すい性格であったのだと考えている。職場でも、みん
なと違う事を言ったりしたりすると反発の態度がうま
れることからもそう感じられる。
　これから何とか自分が変わっていけそうだとうれし
そうな顔をする。
　多少いらいらするが、「私は周囲からいらない人な
ど」という否定的なスキーマは残ってはいるが、前の
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ような被害感、悲壮感はみられない。
　このところ笑顔も、服装も、髪型もはっきりと変化
してきた。
　筆者の健康問題の事もあり、知り合いの面接者を紹
介して一応面接を終了しようということにした。
５．考察 
　認知行動療法の歴史は行動療法からと精神分析療法
からの２つの流れから来ていると考える。
　人の行動が刺激から共通普遍の反応（Ｓ→Ｒ）が生
まれるのではなく、その間に個人という独特の構成体
（organization）が介在し、特有の反応を引き起こすと
いう、いわゆるＳ－Ｏ－Ｒ理論がとなえられるようにな
り、認知療法というより認知行動療法という用語が使
われるようになった。つまり（O）は個人独自の行動
のあり方に、各構成体が重要で積極的役割を果たすと
いう考え方である。
　この療法で言っている認知は、①認知表象－個人の
頭に浮かぶ言語視覚イメージ、②認知過程－個人が環
境から、自分の記憶から情報を処理する過程、③認知
構造－過去の経験により体制化された個人特有のもの
の見方、考え方をしていくという過程を辿るというこ
とになる。
　換言すると、人は意識するとしないにかかわらず、
自分の好みに合わせて（自分の色眼鏡を通して）周り
の世界を認知しているのであり、多くの人が同じよう
に世界をみて、接しているのではない。様々な出来事、
体験を自分なりに受け取り、考え、感じ、行動してい
る。
　Ｍ子は大学の卒業後倉庫業の会社に入った。入所後
まもなく、勤務に困難さを感じるようになっている。
Beck がいうように自己、世界などに対する否定的な
思考スタイルが影響しているのに違いない。
　自分には親友がいない。だから私はみんなと表面的
なつきあいをしている。職場の人の中には自分を馬鹿
にしている人がいる。朝出勤してみると数人の同僚が
かたまって話して腹がたった。私が部屋に入ると私の
顔を一斉に見て笑った。私の悪口を言って楽しんでい
たのだろう。バカにして！　－本当に嫌な職場！　
同僚だ！－　気分が暗くなる。こんな職場に居たく
ない。すぐにでも啖呵を切ってやめたいのだが、やめ
たら生活に困る、負けるのは悔しいと考えると益々職
場が嫌になる。そういえば、また一人が私の方を向い
てにやりとした。私を軽蔑した笑いだ。怒りで腹が煮
えくりかえる。隣の部署の係員が、これまた一カ所に
集まって私の方角に向いて困ったねーというのが聞こ
えた。職場の人たちはみんな私が勤務していることに
迷惑しているのだ。不安と怒りで手が震える。
　自分の書きとめた考え方の癖を最近読みなおしてい
る。ほんの少しだけど、みんなから嫌われているので
はない、私が人とうまくつきあえないために、私を馬
鹿にし、排斥しようとしているのだと勝手に先回りし
て考え、周りの人たちの一挙手一投足に悪意を結びつ
けて考えているのだとほんの少し考えられるように
なった。そこで今後、私にとって、職場の雰囲気がど
う変わったようにみられるか、話している人たちの中
に、自分が入っていけるようになるか少しは期待して
いる？　そんなことも少し考えるようになった。
　人は独自の考え方を持ち、それによって独特の感情、
行動、身体反応などが引き出されていく。さらにそれ
がその人の今ある思考、感情、行動などに影響を及ぼ
し、それが次の状況での反応のあり方に影響を及ぼし
ていく。出来事に対して肯定的な思考をする場合は別
にして、悪い方向に考えていくと、その思考の癖は、
次の段階での予期不安となり、またそれによって悪く
考える癖が強化されるという独特の悪循環を生じさせ
る。つまりいろいろな場面において、不適応感がでる
のである。
　個々人の半ば無意識的な認知のあり方は、その人の
行動に影響を及ぼすが、意識的な認知活動をするよう
な手順を踏むと、平生あまり意識しない自己のあり方
を観察することが出来る。望めば好ましくない認知の
あり方を、好ましい認知のあり方へと変容可能である。
Dobson も言うように、望ましい認知のありかたに転
換することにより、望ましい行動が出現するというの
が認知行動療法の基本の考え方なのである。
　認知行動療法は最初 Beck により考えられたと言わ
れる。うつ病者の沈みこんだ気持ちの基礎に特有のも
のの見方、考え方がある。それを現実的な合理的な考
えかたに変化させることでうつ的な気持ちを和らげる
ことができる。
　この場合治療者は活発に指示的に関わり、Ｍ子と協
力体制をとりながら進めていくやり方であり、ホーム
ワークを重視するのも１つの特徴である。Ｍ子には認
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知モデルを用いながら、認知のあり方と、うつがどの
ように関係していくかを説明しながら進めていく。ク
ライアントが記録した文章を共に眺め、話し合いなが
ら、そこに述べられた否定的な感情とか、不適切な行
動が社会適応に良くないことを理解させ、修正させる
のである。
　認知行動療法においても、クライアントとの信頼関
係は必須である。自分を変えようという気持ちを持た
せないと治療は成り立たない。否定的な思考が起きる
場面に直面化させないとならない。その直面化させる
については行動療法の常套手段であるリラクセーショ
ントレーニング、系統的脱感作などの手段を用いない
といけないのはいうまでもない。
　優れたワーカーになるためにはこのような基礎知
識、技法も必要になるであろう。
　ワーカーとしての保育士も今後実践できるようにし
ていかねばならない知識・技法である。
註
1 validation とは教育領域でいう教育相談的教師の態度
とかロジャーズのいうノンディレクティブな技法と同
様なことである。
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